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▽
兵
庫
県
但
馬
地
区
ズ
ワ
イ
漁
＝
松
葉

　

３
割
減
で
浜
値
４
割
上
昇
。
こ
ち
ら

　

漁
況
情
報
＝
生
鮮
ビ
ン
ナ
ガ（
７
面
） （８頁）

　

大
み
そ
か
に

遊
園
地
や
行
楽

地
で
、
花
火
を

見
な
が
ら
新
年

を
迎
え
た
読
者

も
多

い
だ

ろ

う
。
筆
者
も
甥
（
お
い
）

と
地
元
の
遊
園
地
の
カ
ウ

ン
ト
ダ
ウ
ン
に
行
っ
た
。

１
０
０
０
発
以
上
の
花
火

が
打
ち
上
が
り
、
壮
観
だ

っ
た
▼
花
火
の
歴
史
は
諸

説
あ
り
年
代
も
明
確
で
は

な
い
よ
う
だ
が
、
起
源
は

中
国
ら
し
い
。
日
本
国
語

大
辞
典
に
よ
れ
ば
、
日
本

に
は

世
紀
の
鉄
砲
伝
来

以
降
と
言
わ
れ
、
１
６
１

３
年
に
徳
川
家
康
が
唐
人

の
上
げ
た
娯
楽
用
花
火
を

見
物
。
ま
た
「
花
火
も
の

が
た
り
」
（
中
日
新
聞
本

社
）
に
は
、
打
ち
上
げ
花

火
の
走
り
は
１
８
１
７
年

の
「
花
火
秘
伝
集
」
に
現

在
の
打
ち
上
げ
花
火
、
丸

玉
の
花
火
と
思
わ
れ
る
も

の
が
記
載
さ
れ
て
い
る
▼

水
産
業
界
で
は
１
回
限

り
、
年
１
回
の
イ
ベ
ン
ト

が
多
い
。
回
数
だ
け
を
こ

な
し
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
も

あ
る
。
１
回
し
か
更
新
さ

れ
て
い
な
い
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
さ
え
あ
る
▼
そ
れ
ら
は

催
し
や
開
設
が
目
的
に
な

り
、
ま
る
で
数
秒
で
消
え

る
１
発
の
打
ち
上
げ
花
火

の
よ
う
。
し
か
し
、
目
的

を
大
上
段
に「
魚
食
普
及
」

「
魚
の
消
費
拡
大
」
「
消

費
者
に
産
地
の
声
を
届
け

る
」
と
振
り
か
ぶ
っ
て
は

い
る
も
の
が
多
い
▼
打
ち

上
げ
花
火
は
豪
華
で
、
１

発
１
発
が
夜
空
に
絵
を
描

き
、
注
目
さ
れ
や
す
い
。

が
、
打
ち
上
げ
ら
れ
る
花

火
を
ト
ー
タ
ル
で
み
る

と
、
狙
い
は
あ
ま
り
み
え

て
こ
な
い
▼
業
界
に
は
描

き
た
い
絵
、
狙
い
が
あ
る

は
ず
で
あ
る
。
複
数
の
花

火
を
利
用
す
る
な
ど
作
為

的
に
仕
掛
け
る
「
仕
掛
け

花
火
」
を
業
界
は
打
つ
べ

き
で
は
な
い
か
。　

（
稲
）

　

新
野　

誠
治
氏
（
し
ん
の
・

せ
い
じ
＝
㈱
小
浜
丸
海
魚
市
場

社
長
、
小
浜
海
産
物
㈱
会
長
）

２
日
未
明
、
福
井
県
敦
賀
市
の

病
院
で
肺
炎
の
た
め
死
去
。


歳
。
通
夜
は

日
午
後
６
時
半
、

告
別
式
は

日
午
後
１
時
か

ら
、
同
県
小
浜
市
駅
前
町

の

５
の
セ
レ
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
若
狭

斎
場
で
新
野
家
、
小
浜
丸
海
魚

市
場
、
小
浜
海
産
物
の
合
同
葬

と
し
て
執
り
行
う
。
葬
儀
委
員

長
は
上
野
清
治
（
う
え
の
・
せ

い
じ
）
小
浜
海
産
物
社
長
、
喪

主
は
長
男
の
元
三（
は
る
か
ず
）

氏
。
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隠

烏

　

イ
ン
ド
海
産
物
輸
出
振

興
局
（
Ｍ
Ｐ
Ｅ
Ｄ
Ａ
、
イ

ン
ド
政
府
商
工
省
）
と
イ

ン
ド
海
産
物
輸
出
協
会
は

２
月

日
か
ら

日
の
３

日
間
、
第

回
イ
ン
ド
・

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

シ
ー
フ
ー
ド
シ
ョ
ー
を
チ

ェ
ン
ナ
イ
市
（
旧
マ
ド
ラ

ス
市
）
の
ト
レ
ー
ド
セ
ン

タ
ー
で
開
く
。

　

同
シ
ョ
ー
は
２
年
に
１

度
開
か
れ
る
イ
ン
ド
最
大

の
水
産
見
本
市
。
イ
ン
ド

の
大
半
の
水
産
輸
出
企

業
、
水
産
加
工
メ
ー
カ
ー
、

政
府
高
官
を
は
じ
め
欧
州

や
米
国
、
中
近
東
さ
ら
に

日
本
を
は
じ
め
ア
ジ
ア
各

国
の
輸
入
業
者
ら
が
参
加

す
る
。
今
年
の
シ
ョ
ー
で

は
ヒ
ガ
シ
マ
ル
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
藤
田
寿
社

長
が
日
本
の
ゲ
ス
ト
ス
ピ

ー
カ
ー
と
し
て
講
演
す

る
。

　

国
際
的
に
景
気
が
低
迷

す
る
中
で
イ
ン
ド
は
中
国

と
と
も
に
好
調
な
経
済
成

長
を
維
持
。
水
産
物
の
輸

出
で
は
、
１
９
９
１
年
度

の

万
㌧
、
５
億
５
８
０

０
万
㌦
か
ら
２
０
０
８
年

度
に
は

万
３
０
０
０

㌧
、

億
８
３
６
万
㌦
と

飛
躍
的
な
増
加
を
実
現
。

今
年
度
も
輸
出
額
は
３
％

ア
ッ
プ
で
推
移
す
る
。

　

欧
米
、
日
本
、
中
国
、

中
近
東
な
ど
広
範
囲
に
水

産
物
を
輸
出
す
る
イ
ン
ド

は
、
安
全
・
安
心
な
製
品

作
り
を
追
求
。
ブ
ラ
ッ
ク

タ
イ
ガ
ー
養
殖
で
は
養
殖

業
者
を
グ
ル
ー
プ
組
織
化

し
、
有
機
養
殖
の
取
り
組

み
を
強
化
し
て
い
る
。
一

方
、
加
工
メ
ー
カ
ー
は
い

ち
早
く
、
欧
米
の
Ｈ
Ａ
Ｃ

Ｃ
Ｐ
に
対
応
。
既
に
２
０

０
以
上
の
Ｅ
Ｕ
・
Ｈ
Ａ
Ｃ

Ｃ
Ｐ
認
可
工
場
が
あ
る
。

　

プ
レ
マ
・
チ
ャ
ン
ド
ラ

ン
Ｍ
Ｐ
Ｅ
Ｄ
Ａ
日
本
駐
在

代
表
の
話　

今
回
は
、
付

加
価
値
商
品
に
焦
点
を
当

て
る
ほ
か
、
有
機
（
オ
ー

ガ
ニ
ッ
ク
Ｂ
Ｔ
）
を
ア
ピ

ー
ル
。
さ
ら
に
本
格
的
に

始
ま
っ
た
バ
ナ
メ
イ
を
紹

介
す
る
。
輸
出
が
増
え
て

い
る
生
鮮
の
キ
ハ
ダ
マ
グ

ロ
も
日
本
の
輸
入
業
者
の

関
心
を
引
く
の
で
は
な
い

か
、
と
思
う
。
関
係
者
が

一
堂
に
会
す
る
シ
ー
フ
ー

ド
シ
ョ
ー
は
、
既
に
取
引

さ
れ
て
い
る
輸
入
業
者
だ

け
で
な
く
新
た
に
イ
ン
ド

で
の
水
産
ビ
ジ
ネ
ス
を
考

え
て
お
ら
れ
る
方
々
に
と

っ
て
も
、
情
報
交
換
や
商

談
を
始
め
る
絶
好
の
機

会
。
要
望
が
あ
れ
ば
、
最

新
の
加
工
場
の
見
学
の
ア

レ
ン
ジ
な
ど
も
お
手
伝
い

す
る
。
ぜ
ひ
参
加
し
て
ほ

し
い
。

　

▼
イ
ン
ド
海
産
物
輸
出

振
興
局
＝
東
京
都
中
央
区

銀
座
６
の

の

、



・
３
５
４
５
・
３
２
４

７

　

本
社
来
訪　

平
川
眞
臣
氏

（
福
岡
魚
市
場
社
長
）
▽
緒
方

健
二
郎
氏
（
同
専
務
）
▽
塔
野

逸
雄
氏
（
同
常
務
）
。
新
年
あ

い
さ
つ　
　
　
　
　

（
８
日
）

　

マ
ル
イ
チ
産
商

　
　
　
　
　
　

（
１
月

日
）

　

取
締
役
専
務
執
行
役
員
企
画

・
管
理
部
門
統
括
兼
チ
ー
フ
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
オ
フ
ィ
サ
ー

兼
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
オ
フ

ィ
ス
担
当
兼
ク
オ
リ
テ
ィ
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
オ
フ
ィ
ス
担
当
（
取

締
役
専
務
執
行
役
員
企
画
・
管

理
部
門
統
括
兼
チ
ー
フ
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
オ
フ
ィ
サ
ー
兼
ク

オ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
オ
フ

ィ
ス
担
当
）
井
崎
俊
彦
▽
同
専

務
執
行
役
員
営
業
部
門
統
括
付

特
命
担
当
（
同
専
務
執
行
役
員

フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
事
業
部
長
）

吉
沢
和
生
▽
取
締
役
常
務
執
行

役
員
成
長
戦
略
事
業
分
野
担
当

兼
フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
事
業
部
担

当
兼
リ
テ
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
事
業

部
担
当
（
取
締
役
常
務
執
行
役

員
リ
テ
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
事
業
部

長
）
塩
入
廣
幸

以
以

以
以
以

以
以

以
以

以
以

以
以

以
以

以
以
以

以
以

以
以

以
以

以
以

以
以

以

緯
緯

緯
緯
緯

緯
緯

緯
緯

緯
緯
緯

緯
緯

緯
緯

緯
緯

緯

山田農水副大臣（写真左）、川上組合長ら浜の声を聞く山田副大臣

石川賢組合長

　

シ
ナ
ネ
ン
㈱
（
東
京
都
港
区
、
鈴
木
弘
行
社
長
）
は
静
岡
県
焼
津
市
の
小
川
漁
港
で

駿
河
湾
深
層
水
を
活
用
し
た
ア
ワ
ビ
養
殖
に
乗
り
出
し
た
。
海
洋
深
層
水
を
利
用
し
た

閉
鎖
循
環
式
ア
ワ
ビ
陸
上
養
殖
シ
ス
テ
ム
の
事
業
化
は
全
国
で
初
。

哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
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コ
ン
テ
ナ
内
部
に
設
置
さ
れ
た
水
槽
（
写

真
上
）
、
稚
貝
を
イ
ケ
ス
に
入
れ
る
と
こ
ろ

　

広
島
カ
キ
の
ブ
ラ
ン
ド
品

と
し
て
名
高
い
「
か
な
わ
の

生
か
き
」
。
県
が
指
定
す
る

清
浄
海
域
（
生
食
用
）
の
中

で
も
、
特
に
水
質
が
良
い
と

言
わ
れ
る
大
黒
神
島
深
浦
で

育
て
ら
れ
て
い
る
。
㈱
か
な

わ
（
三
保
二
郎
社
長
）
が
運

営
す
る
「
か
き
船
か
な
わ
」

（
広
島
市
中
区
大
手
町
、


０
８
２
・
２
４
１
・
７
４
１

６
）
で
は
安
心
、
新
鮮
で
お

い
し
い
、
か
な
わ
の
カ
キ
料

理
を
提
供
し
て
お
り
、
国
内

外
の
観
光
客
や
地
元
消
費
者

に
喜
ば
れ
て
い
る
。

　

か
き
船
か
な
わ
は
、
広
島

平
和
記
念
公
園
の
南
を
通
る

平
和
大
通
り
に
架
か
る
平
和

大
橋
・
東
詰
の
川
辺
（
元
安

川
）
に
浮
か
ぶ
。
１
９
６
３

（
昭
和

）
年
の
開
店
か
ら


年
。
そ
こ
に
た
た
ず
ん
で

き
た
か
き
船
の
姿
に
は
歴
史

が
あ
り
、
今
で
は
広
島
の
景

色
の
一
つ
だ
。

　

か
き
船
は

も
と
も
と
、

江
戸
時
代
に

広
島
の
カ
キ

養
殖
業
者
が

大
阪
の
市
場

に
カ
キ
を
運

ん
で
い
た
運

搬
船
の
こ
と
。
こ
の
船
が
次

第
に
大
阪
の
河
岸
に
係
留
し

て
カ
キ
の
直
接
販
売
を
始

め
、
明
治
初
期
ご
ろ
に
は
カ

キ
料
理
店
へ
と
変
わ
り
、
最

盛
期
は
１
０
０
隻
近
く
が
営

業
し
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
る
。

　

「
か
き
船
か
な
わ
」
で
は

コ
ー
ス
か
ら
単
品
ま
で
さ
ま

ざ
ま
な
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
る
。

冬
場
の
ラ
ン
チ
（
午
前

時

～
午
後
２
時
）
の
人
気
メ
ニ

ュ
ー
は
土
手
鍋
御
膳
（
１
人

前
４
２
０
０
円
）
。
１
人
前

の
カ
キ
土
手
鍋
と
刺
し
身

（
鮮
魚
）
、
フ
ラ
イ
物
、
小

鉢
な
ど
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
て

い
る
。
夜
（
午
後
５
～
９

時
）
は
土
手
鍋
、
フ
ラ
イ
、

焼
き
カ
キ
な
ど
の
コ
ー
ス
料

理
（
か
き
づ
く
し
、
１
人
前

８
４
０
０
円
～
）
が
人
気
。

生
カ
キ
は
基
本
コ
ー
ス
に
は

入
っ
て
お
ら
ず
、
単
品
メ
ニ

ュ
ー
で
１
個
７
０
０
円
。
ま

た
、
カ
キ
メ
ニ
ュ
ー
以
外
に

も
肉
や
魚
料
理
が
あ
り
、
カ

キ
が
苦
手
な
客
に
も
対
応
し

て
い
る
。
席
数
は
最
大
で
１

５
０
人
。
２
～
６
人
の
個
室

と
最
大

人
の
大
広
間
（
相

部
屋
）
。

　

か
な
わ
は
広
島
に
３
店

舗
、
東
京
に
１
店
舗
の
飲
食

店
を
経
営
。
広
島
駅
ビ
ル
内

の
オ
イ
ス
タ
ー
バ
ー
「
か
き

名
庵
」
で
は
地
元
広
島
産
は

も
と
よ
り
、
米
国
や
豪
州
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
産
の
輸

入
物
や
国
内
他
産
地
の
カ
キ

を
品
ぞ
ろ
え
し
て
お
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
味
の
違
い
が
楽
し

め
る
。

　

（
中
四
国
支
社
・
樋
口
順

一
、
毎
週
火
曜
日
掲
載
）

　

【
松
浦
】
山
田
正
彦
農
林

水
産
副
大
臣
が
９
日
、
長
崎

県
松
浦
市
を
訪
れ
、漁
業
者
、

魚
市
場
関
係
者
ら
と
懇
談
し

た
。
新
松
浦
漁

協
（
川
上
茂
男

組
合
長
）
で
は

１
２
０
人
余
り

の
漁
業
者
が
出

席
。席
上
、山
田

副
大
臣
は
「
こ

れ
ま
で
日
本
は

自
動
車
、
家
電

な
ど
で
貿
易
立

国
を
進
め
て
き

た
が
、
農
林
水

産
業
を
再
生
し

欧
州
型
の
内
需

を
中
心
と
し
た

社
会
を
目
指
す

の
が
民
主
党
の

政
策
」「
漁
業
者

が
安
楽
死
す
る

の
で
は
な
く
、

生
活
で
き
る
よ

う
に
す
る
の
が

私
の
責
任
。
数

年
後
に
は
漁
業
で
笑
え
る
よ

う
に
し
た
い
」
と
し
た
。
そ

の
一
歩
と
し
て
漁
業
所
得
補

償
制
度
の

年
度
実
施
な
ど

を
あ
ら
た
め
て
表
明
し
た
。

　

漁
協
合
併
に
つ
い
て
は

「
債
務
を
抱
え
た
状
態
の
ま

ま
の
合
併
は
組
合
員
の
重

荷
と
な
り
、
私
は
反
対
」
と

し
、
「
合
併
前
に
法
的
債
務

整
理
し
た
上
で
再
生
す
る

方
策
が
あ
る
。
水
産
庁
に
一

度
指
針
を
出
し
た
い
」
と
述

べ
た
。
ま
た
、
養
殖
業
を
は

じ
め
と
し
た
資
金
繰
り
に

つ
い
て
は
無
担
保
・
無
保
証

の
融
資
制
度
（
１
４
５
０
億

円
）
の
活
用
な
ど
を
指
摘
し

た
。

　

こ
の
後
、
西
日
本
魚
市
の

幹
部
を
は
じ
め
松
浦
魚
市
場

関
係
者
と
懇
談
し
た
。

　

日
本
か
つ
お
・
ま
ぐ
ろ
漁

業
協
同
組
合
の
石
川
賢

組

合
長
は
８
日
の
年
頭
会
見

で
、
マ
グ
ロ
資
源
の
回
復
に

向
け
、
貿
易
面
か
ら
各
国
の

漁
獲
状
況
を
監
視
・
監
査
す

る
統
計
証
明
制
度
の
厳
格
化

を
求
め
た
。
具
体
策
と
し
て

輸
入
時
の
書
類
検
査
か
ら
さ

ら
に
踏
み
込
み
、
現
物
チ
ェ

ッ
ク
の
必
要
性
を
強
調
。「
水

産
庁
に
資
源
管
理
当
局
と
し

て
の
輸
入
管
理
を
求
め
た

い
」
と
語
気
を
強
め
た
。

　

石
川
組
合
長
は
漁
業
国
が

取
り
組
む
漁
獲
証
明
制
度
に

触
れ
、
「
ど
こ
の
国
で
も
現

物
を
確
認
し
証
明
書
を
発
行

す
る
の
は
ほ
ぼ
不
可
能
」
と

指
摘
。
一
方
、
「
地
域
漁
業

管
理
機
関
で
は
貿
易
問
題
が

取
り
上
げ
ら
れ
に
く
い
が
貿

易
は
一
番
数
字
が
つ
か
み
や

す
い
」
と
述
べ
た
上
で
「
刺

し
身
マ
グ
ロ
の
８
割
は
日
本

に
送
ら
れ
て
き
て
お
り
、
水

産
庁
に
現
物
確
認
を
や
っ
て

い
た
だ
き
た
い
」
と
強
調
。

最
大
消
費
国
の
日
本
で
通
関

時
の
現
物
チ
ェ
ッ
ク
体
制
を

築
く
こ
と
で
「
世
界
的
な
過

剰
漁
獲
が
相
当
解
消
さ
れ
る

の
で
は
な
い
か
」
と
し
た
。

　

ア
ワ
ビ
養
殖
は
同
社
が
新

規
事
業
で
立
ち
上
げ
た
「
駿

河
ア
ク
ア
フ
ァ
ー
ム
」
が
主

体
に
県
、
市
、
小
川
漁
協
な

ど
が
協
力
。
設
備
は
海
洋
政

策
研
究
財
団
が
実
用
化
し
た

小
規
模
設
備
・
低
コ
ス
ト
の

「
コ
ン
テ
ナ
陸
上
養
殖
シ
ス

テ
ム
」
を
採
用
し
た
。

㍍

コ
ン
テ
ナ
４
基
を
使
用
、
コ

ン
テ
ナ
内
の
水
槽
で
稚
貝
約

３
６
０
０
個
を
育
成
中
。
徐

々
に
稚
貝
を
投
入
し
、
１
年

後
に

～

㍉
に
成
長
し
た

ア
ワ
ビ
の
出
荷
を
見
込
む
。

　

海
洋
深
層
水
の
低
温
安
定

性
、
清
浄
性
、
高
栄
養
性
な

ど
が
ア
ワ
ビ
成
育
環
境
に
適

し
て
い
る
こ
と
に
着
目
。
深

層
水
は
コ
ン
テ
ナ
内
の
エ
ア

コ
ン
空
調
で

～

度
に
維

持
、
成
育
に
最
適
環
境
を
整

え
成
長
速
度
を
速
め
る
。
商

品
名
は「
深
層
水
そ
だ
ち
」
。

　

年
間
生
産
能
力
は
約
４
万

個
を
見
込
む
。
２
年
間
は
生

産
ノ
ウ
ハ
ウ
確
立
と
販
路
開

拓
に
重
点
を
置
く
。
駿
河
ア

ク
ア
フ
ァ
ー
ム
の
田
中
伸
幸

焼
津
事
業
所
長
は
「
２
年
間

で
軌
道
に
乗
せ
３
年
目
に
は

事
業
拡
大
、

万
個
生
産
体

制
を
目
指
す
」
。
シ
ス
テ
ム

活
用
で
高
級
野
菜
「
ア
イ
ス

プ
ラ
ン
ト
」
も
栽
培
す
る
。

　

シ
ス
テ
ム
は
「
エ
ア
コ
ン

で
室
温
と
飼
育
用
水
の
温
度

管
理
す
る
た
め
、
初
期
投
資

も
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
も
低

く
抑
え
ら
れ
る
」
（
同
財
団

の
菅
原
一
美
調
査
役
）
。
水

槽
ユ
ニ
ッ
ト
製
造
販
売
の
㈱

ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
ア
ン
ド
・
ネ

イ
チ
ャ
ー
の
古
坂
太
郎
社
長

は
「
循
環
海
水
は
好
気
性
バ

ク
テ
リ
ア
で
有
機
物
な
ど
を

分
解
し
水
を
浄
化
。
泡
沫
分

離
装
置
な
ど
工
夫
し
た
」
と

説
明
。
排
出
塩
・
汚
水
な
ど

を
１
カ
所
に
集
め
る
仕
組
み

で
、
環
境
保
全
に
考
慮
し
た
。
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